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エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
た
め
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
基
本
法
に
基
づ
い
て
政
府
が
策

定
す
る
も
の
で
す
。
03
年
に
は
じ
め
て
策
定

さ
れ
、
一
昨
年
６
月
に
第
二
次
改
定
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
第
２
次
計
画
は
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
電
源（
原
発
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

の
比
率
を
30
年
ま
で
に
約
70
％
と
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

   

こ
の
第
２
次
計
画
は
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
っ
て
破
綻
し
た
こ
と
か
ら
、

菅
直
人
首
相（
当
時
）
が
昨
年
５
月
に
計
画
の

見
直
し
を
表
明
し
、
同
年
６
月
に
は
国
家
戦

略
担
当
相
を
議
長
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・環

境
会
議
が
閣
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

第
２
回
会
議
で
は
「
原
発
へ
の
依
存
度
低
減
の

シ
ナ
リ
オ
を
描
く
」
こ
と
が
「戦
略
の
基
本
理

念
」と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

と
こ
ろ
が
、
９
月
に
野
田
佳
彦
首
相
に
か

わ
り
、
そ
の
翌
月
に
有
識
者
に
よ
る
「総
合
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
問
題
委
員
会

（
通
称
：基
本
問
題
委
員
会
）
」が
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
原
子
力
ム

ラ
の
反
撃
が
始
ま
り
ま
し
た
。
山
地
憲
治
・地

球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構
理
事
・
研
究
所

長
の
35
％
を
は
じ
め
、
25
％（
榊
原
定
征
・

東
レ
会
長
な
ど
４
名
）、
20
％（
寺
島
実
郎
・

日
本
総
合
研
究
所
理
事
長
な
ど
４
名
）と
、

高
い
原
発
比
率
が
掲
げ
ら
れ
た
の
で
す
。 

   

こ
れ
に
は
飯
田
哲
也
・
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
研
究
所
所
長
や
、
大
島
堅
一
・立
命
館
大

学
教
授
ら
が
反
発
し
ま
し
た
。
建
設
後
40
年

で
の
廃
炉
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
数
字

は
新
規
建
設
が
な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
い
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
脱
原
発
派
は
委
員
25
名

中
８
名
で
あ
り
、
基
本
問
題
委
員
長
は
原
子

力
ム
ラ
寄
り
の
三
村
明
夫
・
新
日
鐵
会
長
、

会
議
の
運
営
は
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
す
。
今

年
６
月
19
日
の
第
27
回
基
本
問
題
委
員
会

で
は
、
30
年
度
の
原
発
比
率
を
０
％
、
約
15

％
、
約
20
～
25
％
の
３
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

   

６
月
29
日
「
再
稼
働
反
対
」を
叫
ぶ
20
万

人
の
市
民
が
首
相
官
邸
を
取
り
囲
む
中
で
ひ

ら
か
れ
た
第
11
回
エ
ネ
ル
ギ
ー
・環
境
会
議

で
は
、
こ
の
３
つ
の
選
択
肢
が
了
承
さ
れ
た
ば

か
り
か
、
脱
原
発
で
は
化
石
燃
料
比
率
が
高

ま
り
、
温
暖
化
対
策
と
は
相
容
れ
な
い
か
の

よ
う
な
情
報
操
作
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

   

政
府
は
、
７
月
に
全
国
11
箇
所
で
意
見
聴

取
会
と
パ
ブ
コ
メ
を
実
施
、
８
月
上
旬
に
は

「
多
様
な
意
見
を
持
つ
少
人
数
グ
ル
ー
プ
」の

学
習
及
び
討
議
に
よ
る
世
論
調
査
を
行
い
、

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
８
月
中
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
の
大
枠
を
決
め
「
速
や
か
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
を
定
め
る
」と
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
は
Ｗ
Ｗ
Ｆ
・
ジ
ャ
パ

ン
や
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
い
ち
早
く
抗
議

声
明
を
発
表
し
、
ｅ
シ
フ
ト（
脱
原
発
・
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
実
現
す
る
会
）も
原
発

比
率
０
％
の
対
抗
案
を
近
く
発
表
し
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
企
画
し
て
い
ま
す
。 

   

大
飯
原
発
は
再
稼
働
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
あ
き
ら
め
た
ら
政
府
の
思
う
つ
ぼ
で
す
。

粘
り
強
く
マ
ス
コ
ミ
に
投
書
し
、
国
会
議
員
に

働
き
か
け
、
デ
モ
に
も
参
加
す
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
を
正
す
た
め
に
は
行
動
が
必

要
で
す
。  

（
文
責
：広
報
委
員
・
山
田
岳
）  
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●子どもの頃、テレビ画面いっぱいに火をふくゴジ 

ラを見て、あまりの迫力に泣いてました。細かいストー

リーはよく覚えていないけど、「放射性物質であんな怪

獣ができた。こりゃ、うちの街に来たら大変だ」と本気

で感じたのです。 大人になって、火だと思っていたの

は放射能を含む白熱光だと知りよけい鳥肌がたちまし

た。 

●そんな、かわいい女の子だった私も、大人になり幸運

にも命を宿す事に。日々、大きくなっていくお腹をみな

がら、この子の未来が素敵であって欲しいと願う反面、

3・11以降の原発事故の影響は東京まで及び、本当に

五体満足で産まれてくれるのか不安な毎日でした。 

●ちょうどその頃、足温ネットで作る環境の絵本を書か

せてもらうことになり、子供たちに興味をもってもらう

には、教科書的なかたいお話ではなく、奇想天外なス

トーリーが良いと思い、自分が子供の頃、強烈に印象づ

けられたゴジラと絶滅したドードー鳥をくっつけて、

「ゴジドー」という生き物を登場させました。 

●当初は、もっと不気味な生き物をイメージしてたけ

ど、イラストレーターの古林さんが、愛嬌のあるゴジ

ドーに仕上げてくれました。最近ブームの「くまモン」

に負けないくらいのゆるキャラです。 

●主役のハルナとはじめは、このゴジドーに未来の世界

で出会ってしまいます。 

いったい、このゴジ

ドーはどうして生まれ

たんでしょう。そして

絵本の中の未来はどう

なっているのか。地球

温暖化のしくみや影

響、放射能の怖さ、そ

の解決のヒントを含ん

だ物語になっている

『ハルナのちから』。 

●子供たちが、地球温暖化とエネルギーを楽しく考える

きっかけになると思うので、是非、活用してください！ 

●私もこの本が出版された時を同じくして、元気に生ま

れた息子にさっそく読み聞かせてます。反応は「あ〜、

う〜」だけですが。この子たちの未来に幸多かれ。 

添田 亜紀 

 

新刊の 

ご紹介 

ゴジラの恐怖と『ハルナのちから』 

03.15 第10回運営委員会 

03.25 伊勢原の環境を考える会・学習会に出講 

04.04 東京・生活者ネットワーク「エネルギーシフト勉強会」   

     に出講 

04.13 直接請求を成功させる会・江戸川「直接請求のココ  

     ロ」に参加 

04.21 原発都民投票を成功させる会・調布に出講 

04.30 足温ネット合宿（第1回運営委員会） 

05.07 足温ネット理事会 

05.11 家庭のＣＯ２削減・意見交換会に出席 

05.12 ボトムアップ型エネルギー供給システムの構築可能 

      性に関する研究について打ち合わせ 

05.19 足温ネット2012年度定期総会（第2回運営委員会） 

     映画『第４の革命』上映会 

05.26 メイク・ザ・ルール関東ミーティングに参加 

05.30 市民セクター政策機構とエネルギー事業について 

     懇談 

06.02 環境フェア2012に出展 

06.16 仙林寺・寺子屋で省エネゲームミニ版 

     「福島おひさま連合」事務局の森繁雄さんと懇談 

06.18 さようなら原発江戸川連絡会・講演会「プロメテウス   

     の罠」に参加 

06.26 第3回運営委員会 

 足温ネット活動日誌 なぜメルケルは「転向」したのか 
ドイツ原子力40年戦争の真実 
熊谷徹･著／日経BP社 
268頁 

 福島原発事故を受けて、原発の

全廃を打ち出したドイツ。それを決

めたのは、東ドイツ出身で科学者で

もあったメルケル首相でした。 

 そもそも原発には肯定的で、社民

党政権時代に打ち出した30年後の

原発停止を緩和する方向にあった

彼女が、なぜそのような決断をする

に至ったのか？その背景には、40

年にわたる政策議論がありました。

チェルノブイリ事故を受けながら、

原発肯定派と原発反対派は議論を

重ねてきたのです。 

 今回の決定では、技術的な側面

からではなく倫理面が大きく影響し

たそうです。 

 日本が、原発から脱するには経

済や技術的な議論ではなく倫理が

求められるのではないでしょうか。 

環境絵本『ハルナのちから』 
・文：添田亜紀／絵：古林いつ子／デザイン：スガヨシオキ 

・監修：足元から地球温暖化を考える市民ネットえどがわ 

・印刷：三栄美術印刷 

・頒価：３００円（送料実費相当分） 
●講読を希望される方は足温ネット事務局まで 

  E-mail info@sokuon-net.org  FAX  03-3654-9188 
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省
エ
ネ
法
改
正
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
通
常

国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

電
力
ピ
ー
ク
の
需
要
家
側
に
お
け
る
対
策
、
②

建
築
材
料
等
に
係
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
。

こ
の
中
で
、
電
力
需
要
ピ
ー
ク
時
の
系
統
電
力

の
使
用
を
低
減
す
る
取
組
を
行
っ
た
場
合
に
、

そ
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

●
省
エ
ネ
法
改
正
案
を
閣
議
決
定 経

産
省 

３ 

13 
・ 

 

長
野
県
に
お
け
る
今
後
の
地
球
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
、
効
果
的
な

政
策
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
提
言
書
が
、
長

野
県
地
球
温
暖
化
対
策
戦
略
検
討
会
か
ら
知
事

に
提
出
さ
れ
た
。
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は

50
年
に
最
大
マ
イ
ナ
ス
50
％
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
容
量
が
最
大
プ
ラ
ス
50
％
と
い

う
数
値
目
標
が
示
さ
れ
た
。  

●
長
野
県
、
自
然
エ
ネ
自
給
め
ざ
す 

長
野
県

３ 

28 
・ 

 

環
境
省
は
、
10
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
（
確
定
値
）
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、

10

年
度
の
排
出
量
は
、
前
年
度
比
４･

２
％
増
加
の
12
億
５
千
８
百
万
ト
ン
と
な
り
、

京
都
議
定
書
基
準
年
比
で
０･

３
％
減
と
な
っ

た
。
原
因
と
し
て
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の

景
気
後
退
か
ら
の
回
復
、
猛
暑
厳
冬
に
よ
り
電

力
消
費
増
な
ど
を
挙
げ
て
い
る 

●
温
室
効
果
ガ
ス
は
前
年
比
増 

環
境
省 

４ 

13 
・ 

 

経
済
産
業
省
の
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門

委
員
会
」（
委
員
長
＝
伊
藤
元
重
・
東
大
教

授
）
は
18
日
、
電
力
小
売
り
に
つ
い
て
家
庭
向

け
を
含
め
、
全
面
的
に
自
由
化
す
る
こ
と
で
一

致
し
た
。「
総
括
原
価
方
式
」
も
撤
廃
し
、
電

力
業
界
に
競
争
原
理
を
導
入
す
る
。
電
力
会
社

の
発
電
事
業
と
送
配
電
事
業
の
分
離
な
ど
電
力

自
由
化
も
加
速
す
る
。 

●
電
力
小
売
、
完
全
自
由
化
へ 

読
売
新
聞 

５ 

21 
・ 

 

大
阪
府
市
特
別
顧
問
で
元
経
済
産
業
省
官
僚

の
古
賀
茂
明
氏
が
、
17
日
に
放
送
さ
れ
た
民
放

の
テ
レ
ビ
番
組
で
、
関
西
電
力
が
大
飯
原
発

３
、
４
号
機
を
再
稼
働
す
る
た
め
に
電
力
不
足

の
状
態
を
作
り
出
す
と
し
て
、
「
停
電
テ
ロ
ま

で
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
発
言
し
た
こ
と
が

19
日
、
分
か
っ
た
。
関
電
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

反
論
し
て
い
る
。 

●
関
電
、
停
電
テ
ロ
も
？ 

産
経
新
聞 

５ 

19 
・ 

 

関
西
電
力
・
大
飯
原
発
３
、
４
号
機
の
再
稼

働
問
題
で
、
政
府
に
慎
重
な
判
断
を
求
め
る
民

主
党
の
国
会
議
員
の
署
名
が
４
日
、
１
２
０
人

を
超
え
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
再
稼
働

を
近
く
最
終
決
定
し
た
い
野
田
佳
彦
首
相
に
、

身
内
の
与
党
か
ら
不
満
が
噴
出
し
た
。
署
名
は

「
今
夏
は
節
電
な
ど
で
乗
り
切
る
こ
と
が
国
民

の
大
部
分
の
考
え
方
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

●
民
主
１
２
０
名
超
「再
稼
働
慎
重
に
」 

東
京
新
聞 

６ 

５ 
・ 

 
脱
原
発
を
掲
げ
る
全
国
の
中
小
企
業
の
経
営

者
組
織
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
経
済
を
考
え
る
経

営
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
の
鈴
木
悌
介
世
話

役
代
表
（
鈴
廣
か
ま
ぼ
こ
副
社
長
）
が
16

日

夜
、
高
崎
市
内
で
開
か
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
の
上
映
会
で
挨
拶
し
、
「
企
業
も
家

庭
も
正
し
い
技
術
と
情
報
で
取
り
組
め
ば
、
我

慢
せ
ず
に
２
割
は
節
電
で
き
る
」
と
訴
え
た
。 

●
電
気
使
用
減
で
脱
原
発
を 

東
京
新
聞 

６ 

19 
・ 

 

原
子
力
発
電
所
か
ら
出
る
使
用
済
み
核
燃
料

の
処
理
方
法
を
検
討
し
て
い
た
内
閣
府
原
子
力

委
員
会
の
小
委
員
会
が
、
経
済
産
業
省
や
電
力

事
業
者
ら
原
発
推
進
側
の
関
係
者
を
集
め
た
勉

強
会
を
昨
年

10

月
以
降
、
計

20

回
以
上
開

き
、
４
月
の
勉
強
会
で
は
処
理
方
法
別
の
評
価

を
ま
と
め
た
報
告
書
原
案
を
事
前
配
布
し
て
い

た
こ
と
が
24
日
分
か
っ
た
。 

●
資
料
を
原
発
推
進
側
へ
事
前
配
布 

読
売
新
聞 

５ 

24 
・ 

 

30
年
に
め
ざ
す
国
内
総
発
電
量
に
占
め
る
原

発
比
率
を
０
～
25
％
の
４
つ
の
選
択
肢
に
絞
っ

た
経
済
産
業
省
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

の
報
告
書
に
つ
い
て
、
福
井
県
敦
賀
市
の
河
瀬

市
長
は
29
日
、
「
基
幹
電
源
と
し
て
30
％
ぐ
ら

い
に
し
な
い
と
国
と
し
て
や
っ
て
い
け
な
い
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、
日
本
原
電
敦
賀
原
発
３
、

４
号
機
の
増
設
が
必
要
と
の
考
え
も
示
し
た
。 

●
敦
賀
市
長
「
原
発
比
率
30
％
必
要
」 

福
井
新
聞 

５ 

30 
・ 

 

環
境
省
の
中
央
環
境
審
議
会
は
８
日
、
20
年

時
点
の
６
つ
の
選
択
肢
案
を
ま
と
め
た
。
国
内

対
策
で
削
減
で
き
る
割
合
は
、
最
大
で
も
１
９

９
０
年
比
15
％
。
日
本
の
国
際
公
約
「
20
年

に
１
９
９
０
年
比
25
％
削
減
」
だ
が
、
排
出
量

購
入
分
や
森
林
吸
収
分
を
含
め
て
も
最
大
５
％

程
度
と
見
込
ん
で
お
り
、
公
約
撤
回
は
不
可
避

の
情
勢
だ
。 

●
25
％
削
減
公
約
撤
回
が
不
可
避 

毎
日
新
聞 

６ 

８ 
・ 

 

関
西
電
力
大
飯
原
発
３
、
４
号
機
の
安
全
性

を
検
証
し
た
10
日
の
県
原
子
力
安
全
専
門
委
員

会
で
、
再
稼
働
手
続
き
の
進
展
を
懸
念
し
た
傍

聴
者
ら
が
「
再
稼
働
し
て
責
任
を
取
れ
る
の

か
」
な
ど
と
抗
議
し
、
県
側
と
押
し
問
答
に

な
っ
た
。
会
議
室
前
に
警
察
が
出
動
す
る
な
ど

物
々
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
県
は
一
般
傍
聴

者
を
閉
め
出
し
て
委
員
会
を
開
い
た
。 

●
県
委
員
会
が
傍
聴
者
締
め
出
し 毎

日
新
聞 

６ 

11 
・ 

 

す
か
い
ら
ー
く
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
「
ガ
ス
ト
」
の
駐
車
場
で
、
電
気
自
動
車
の

充
電
を
無
料
で
で
き
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。

来
店
客
が
対
象
だ
が
、
緊
急
時
は
来
店
客
で
な

く
て
も
使
え
る
。
無
料
で
充
電
器
を
使
え
る
の

は
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
京
都
、
奈
良
、
滋
賀
の

９
店
舗
。
今
後
５
年
間
で
グ
ル
ー
プ
約
９
０
０

店
ま
で
拡
大
す
る
予
定
と
い
う
。 

●
ガ
ス
ト
で
電
気
自
動
車
充
電 

読
売
新
聞 

６ 

13 
・ 

 

世
界
で
最
も
環
境
破
壊
を
行
っ
た
企
業
に
毎

年
「
ブ
ラ
ッ
ク
プ
ラ
ネ
ッ
ト
賞
」
を
贈
っ
て
い

る
ド
イ
ツ
の
環
境
団
体
「
エ
テ
コ
ン
」
が
25

日
、
福
島
市
で
記
者
会
見
し
、
福
島
第
１
原
発

事
故
を
理
由
に
東
京
電
力
に
昨
年
の
賞
を
贈
る

と
発
表
し
た
。
27
日
の
株
主
総
会
で
、
黒
く
汚

れ
た
地
球
儀
を
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
し
て
手
渡
す
考

え
だ
。 

●
東
京
電
力
が
ブ
ラ
ッ
ク
プ
ラ
ネ
ッ
ト
賞 

毎
日
新
聞 

６ 

25 
・ 

 

鎌
倉
市
議
会
は
28
日
本
会
議
を
開
き
、
議
員

提
案
さ
れ
て
い
た
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
お
よ

び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
促
進
に
関
わ

る
条
例
」
を
可
決
し
た
。
条
例
案
は
10
条
か
ら

な
り
、
前
文
で
脱
原
発
を
掲
げ
、
市
に
対
し

て
、
市
民
へ
の
支
援
や
産
業
育
成
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
の
策
定
、
施
策
の
策
定
に
対
す

る
市
民
の
意
見
反
映
な
ど
を
求
め
て
い
る
。 

●
市
議
会
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
条
例
を
可
決 

神
奈
川
ネ 

６ 

28 
・ 

 

東
京
電
力
は
、
福
島
第
１
原
発
４
号
機
の
使

用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
の
水
を
冷
却
す
る
装
置
で

警
報
が
鳴
り
、
自
動
停
止
し
た
と
発
表
し
た
。

東
電
や
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に

よ
る
と
、
警
報
が
鳴
っ
た
の
は
30
日
午
前
６
時

25
分
ご
ろ
。
冷
却
装
置
の
ポ
ン
プ
が
動
か
な
く

な
り
、
モ
ー
タ
ー
を
制
御
す
る
非
常
用
電
源
装

置
が
故
障
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。  

●
４
号
機
プ
ー
ル
で
冷
却
装
置
停
止  

時
事
通
信 

６ 

30 
・ 

 

藤
村
修
官
房
長
官
は
20
日
の
記
者
会
見
で
、

枝
野
幸
男
経
済
産
業
相
が
関
西
電
力
大
飯
原
発

３
、
４
号
機
以
外
の
再
稼
働
は
「
原
子
力
規
制

庁
の
発
足
を
待
つ
べ
き
だ
」
と
発
言
し
た
こ
と

に
つ
い
て
「
規
制
庁
う
ん
ぬ
ん
と
い
う
確
認
は

一
切
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。
今
夏
ま
で
に

ほ
か
の
原
発
の
再
稼
働
は
困
難
と
い
う
枝
野
氏

の
見
通
し
を
打
ち
消
し
た
形
だ
。  

●
規
制
庁
発
足
と
再
稼
働
は
連
動
せ
ず 

毎
日
新
聞 

４ 

20 
・ 

環
境
８
行

ニ
ュ
ー
ス 

 

神
奈
川
県
湯
河
原
・
真
鶴
両
町
の
家
庭
ご
み

の
焼
却
灰
の
受
入
れ
が
奈
良
県
の
業
者
か
ら
拒

否
さ
れ
た
問
題
で
、
真
鶴
町
議
会
は
27
日
、
村

田
知
章
町
議
の
辞
職
勧
告
決
議
を
賛
成
多
数
で

可
決
し
た
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
「
関
東
の
焼
却
灰

は
放
射
能
汚
染
度
が
高
く
、
少
な
く
と
も
県
内

処
理
す
べ
き
だ
」
な
ど
と
書
き
込
ん
だ
こ
と
が

受
け
入
れ
拒
否
を
誘
発
し
た
と
し
て
い
る
。 

●
ツ
イ
ッ
タ
ー
発
言
で
辞
職
勧
告
決
議 

朝
日
新
聞 

４ 

29 
・ 

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
を
受
け
、
原
発

に
依
存
し
な
い
社
会
づ
く
り
を
主
張
す
る
地
方

自
治
体
の
首
長
ら
に
よ
る
「
脱
原
発
を
め
ざ
す

首
長
会
議
」
が
28
日
、
都
内
で
設
立
総
会
を
開

き
、
政
府
が
策
定
す
る
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
に
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
盛
り
込
む
こ
と
を

求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。
会
員
に
は
市
町
村

長
（
元
職
含
む
）
約
70
人
が
名
を
連
ね
る
。 

●
脱
原
発
を
め
ざ
し
首
長
会
議
が
設
立 

神
戸
新
聞 

４ 

28 
・ 

 

国
会
の
「
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事

故
調
査
委
員
会
」
は
16
日
、
昨
年
３
月
の
事
故

当
時
に
経
済
産
業
次
官
だ
っ
た
松
永
和
夫
氏
か

ら
参
考
人
聴
取
を
行
っ
た
。
松
永
氏
は
事
故
直

後
、
海
江
田
経
済
産
業
相
（
当
時
）
と
の
連
携

に
つ
い
て
も
、
「
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
批
判
は
あ
り

得
る
」
と
認
め
た
。 

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
認
め
る 

読
売
新
聞 

５ 

16 
・ 

2 

 

   

昨
年
、
私
た
ち
は
「
３
・
１
１
が
も
た
ら
し
た

も
の
」
と
題
し
て
、
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原

発
事
故
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
問
題
点
を
３
回
に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。
今
回
か
ら
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
の
推
進
な
ど
脱
原
発
に
向
け

た
動
き
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
市
民
で
協
有
す

る
動
き
に
つ
い
て
で
す
。 

 

●
電
力
不
足
を
ま
ね
い
た
独
占
状
態 

   

昨
年
の
夏
、
36
年
ぶ
り
に
電
力
使
用
制
限

令
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
根
拠
と
な
っ
た

の
は
、
政
府
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
」
が
示
し

た
９
・
６
％
の
電
力
不
足
で
す
。
し
か
し
、
今
年

１
月
、
こ
の
数
字
が
あ
る
条
件
の
下
で
の
数
字

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
原
発
７
基
分

の
発
電
能
力
を
持
つ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
火
力
発
電

所
の
定
期
検
査
に
よ
る
停
止
期
間
を
８
月
に

設
定
し
て
み
た
り
、
電
力
会
社
が
大
口
需
要

家
と
結
ん
で
い
る
「
電
力
需
給
契
約
」
に
よ
る

調
整
分
を
考
慮
し
て
い
な
い
、
な
ど
で
す
。 

   

こ
れ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
が
電
力
会
社

に
よ
る
独
占
状
態
に
あ
る
と
い
う
い
び
つ
な
構

造
が
生
み
出
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。
電
力

会
社
以
外
の
電
源
や
電
力
会
社
自
身
が
持
つ

可
能
性
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

   
同
じ
こ
と
は
、
関
西
電
力
管
内
の
大
飯
原

発
３
・
４
号
基
の
再
稼
働
問
題
で
も
現
れ
て
い

ま
す
。
管
内
に
お
け
る
夏
の
電
力
不
足
分
は
、

最
初
に
発
表
さ
れ
た
数
字
か
ら
日
を
追
う
ご

と
に
減
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
大
飯

原
発
が
再
稼
働
す
れ
ば
電
力
不
足
は
無
い
と

さ
れ
、
再
稼
働
に
否
定
的
で
あ
っ
た
関
西
広
域

連
合
の
知
事
た
ち
も
地
元
経
済
界
の
圧
力
を

受
け
、
事
実
上
容
認
す
る
姿
勢
に
転
じ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

   

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
脆
弱
さ
が
明
ら
か
に
な

る
中
で
、
都
内
の
自
治
体
で
は
電
力
供
給
先
を

電
力
会
社
か
ら
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
新
電
力
）
に
切
り
替

え
る
動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。
豊
島
区
が
導
入

し
た
「
出
光
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」
の
よ
う
に
供
給

電
力
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
で
あ
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
電
力
会
社
よ
り
も
電
気
料
金

が
安
い
代
わ
り
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
多
い
石
炭

火
力
で
発
電
し
て
い
た
り
、
発
電
能
力
の
限
界

か
ら
対
応
し
き
れ
な
い
な
ど
課
題
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
公
共
性
の
高
い
電
力

会
社
に
対
し
て
、
営
利
を
追
求

す
る
企
業
は
、
採
算
性
が
無
く

な
れ
ば
事
業
か
ら
撤
退
し
て
し

ま
う
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。 

 

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
市
民
の
手
に
！ 

   

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
ぶ
と
い
う
点
で
は
、
日
本

で
は
電
力
の
一
部
自
由
化
に
よ
っ
て
企
業
な
ど

の
大
口
需
要
家
は
電
力
会
社
を
選
べ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
市
民
に
つ
い
て
は

自
由
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
電
力
会

社
の
営
業
利
益
の
９
割
ま
で
を
家
庭
部
門
が

負
担
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
【
右
図
参
照
】 

   
こ
う
し
た
中
で
、
電
力
会
社
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
独
占
を
打
ち
破
ろ
う
と
始
ま
っ

た
の
が
、
20
年
前
か
ら
日
本
各
地
で
始
ま
っ
た

「
市
民
共
同
発
電
所
」
づ
く
り
運
動
で
す
。
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
価
格
が
市
民
の
手
に
届
き

や
す
い
と
こ
ろ
ま
で
下
が
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

市
民
か
ら
寄
付
や
出
資
を
募
る
形
で
全
国
に

建
設
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
足
温
ネ
ッ
ト
で
も 

99
年
に
第
一
号
、
07
年
に
第
二
号
の
市
民
立 

 

シ
リ
ー
ズ
・
脱
原
発
の
み
ち
し
る
べ
◆
第
１
回
◆ 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
市
民
協
有
の
試
み 

1801億

kWh

143億円

1095億

kWh

1394億円
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事
務
局
長
・
山
﨑
求
博 

 

元気力発電所平井店がオープン！ 
 
都内でリユースショップを

運営するＮＰＯエコメッセ

が、江戸川区内に２店舗目

となる元気力発電所・平井

店をオープンしました。JR

平井駅南口から徒歩２分で

す。ぜひ、来てください。 

 

江戸川区平井3-24-13 

TEL:03-5875-0097 
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発
電
所
を
建
設
し
て
い
ま
す
。 

   

と
こ
ろ
が
、
買
い
取
り
は
余
剰
電
力
に
限
ら

れ
、
買
取
価
格
も
家
庭
向
け
電
気
料
金
と
同

額
で
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
自
家
消
費
分
や
余

剰
の
電
気
料
金
だ
け
で
は
建
設
コ
ス
ト
を
ま
か

な
う
こ
と
が
で
き
ず
、
行
政
か
ら
の
補
助
金
と

多
く
の
市
民
寄
附
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
建
設
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

   

一
方
、
買
い
取
り
価
格
を
大
幅
に
引
き
上

げ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
国
と
な
っ
た
ド

イ
ツ
で
は
、
太
陽
光
発
電
は
寄
附
の
対
象
で
は

な
く
、
元
本
保
証
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
期
待
で

き
る
投
資
対
象
と
し
て
市
民
か
ら
多
く
の
資

金
を
集
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
原
発
の
電
力

を
望
ま
な
い
市
民
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
住
む

地
域
の
配
電
網
を
買
い
取
っ
て
電
力
（
配
電
）

会
社
を
作
る
地
域
も
現
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
ド

イ
ツ
で
は
、
近
年
、
協
同
組
合
形
式
に
よ
る
電

力
事
業
体
が
急
増
し
ま
す
。
そ
の
数
は
、
全
国

数
百
ヶ
所
に
お
よ
び
、
こ
う
し
た
協
同
組
合
づ

く
り
を
支
援
す
る
運
動
体
も
あ
る
そ
う
で

す
。
そ
の
先
駆
け
に
な
っ
た
の
が
「
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
ス
・
エ
ナ
ジ
ー
」
で
し
た
。 

   

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
・
エ
ナ
ジ
ー
は
、
そ
の
名
が

示
す
と
お
り
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
」

が
運
営
す
る
電
力
（
配
電
）
事
業
体
で
す
が
、

運
営
は
協
同
組
合
形
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
を
購
入

し
た
い
人
は
組
合
に
出
資
し
た
上
で
、
設
備
管

理
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
基
本
料
金
と
使
っ
た

分
に
応
じ
た
電
気
料
金
を
支
払
い
ま
す
。 

   

で
は
、
企
業
経
営
と
協
同
組
合
経
営
で
は
、

ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
企
業

経
営
の
場
合
、
株
式
を
多
く
買
い
占
め
た
も
の

が
経
営
権
を
握
り
、
利
用
者
は
料
金
を
支
払

う
だ
け
で
す
が
、
協
同
組
合
は
利
用
者
が
組

合
に
出
資
す
る
こ
と
で
一
人
一
票
の
権
利
を

持
ち
ま
す
。
経
営
に
発
言
で
き
る
と
共
に
、
も

し
電
力
が
足
ら
な
い
と
き
は
出
資
者
と
し
て
協

力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
双
方

向
性
が
企
業
経
営
に
な
い
公
正
さ
や
環
境
へ
の

配
慮
を
生
み
出
す
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

●
企
業
組
合
に
よ
る
地
域
発
電
所 

   

さ
て
、
福
島
県
で
は
地
域
主
導
で
市
民
出

資
型
の
発
電
所
を
建
設
す
る
動
き
が
具
体
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
先
日
、
私
は
福
島
市
に
あ

る
一
般
社
団
法
人
「
福
島
お
ひ
さ
ま
連
合
」
の

オ
フ
ィ
ス
を
訪
ね
、
事
務
局
の
森
繁
雄
さ
ん
か

ら
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。 

「
農
業
の
担
い
手
が
い
な
く
な
る
中
で
、
原
発

事
故
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
。
ど
ん
な
に
国
が

補
助
金
を
つ
け
て
も
無
駄
に
終
わ
る
し
、
企
業

を
誘
致
し
て
も
地
元
に
カ
ネ
は
落
ち
な
い
。
復

興
の
早
道
は
、
地
域
が
自
立
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
だ
」 

地
域
の
人
々
の
お
金
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
投
資
し
て
、
売
電
収
入
が
地
域
の
人
々
に
ま

わ
る
し
く
み
を
作
ろ
う
と
考
え
た
森
さ
ん
は
、

当
初
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
あ
げ
、
国
か
ら
の

補
助
金
で
発
電
所
を
建
設
し
よ
う
と
し
ま
し

た
が
、
国
の
助
成
制
度
が
昨
年
６
月
で
廃
止
と

な
っ
た
た
め
、
自
ら
フ
ァ
ン
ド
を
作
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
寄
付
を
集
め
る

こ
と
は
で
き
て
も
出
資
を
募
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
目
を
つ
け
た
の
が
「
企
業
組

合
」
と
い
う
法
人
格
で
す
。
４
人
か
ら
立
ち
上

げ
る
こ
と
が
で
き
、
会
社
の
よ
う
に
資
本
金
を

必
要
と
せ
ず
、
出
資
・
配
当
も
で
き
ま
す
。 

   

現
在
、
福
島
原
発
を
取
り
囲
む
よ
う
に
13

の
地
域
で
企
業
組
合
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
７
～
８
名
が
１
万
円

ず
つ
出
し
合
っ
て
登
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
県
外
か
ら
の
大
手
資
本
の
参
入
を
防
ぐ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
県
外
か
ら
の
大
手
資
本
で

は
、
福
島
で
生
み
出
し
た
利
益
を
県
外
に
持

ち
去
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
各
地

域
の
企
業
組
合
の
ま
と
め
役
と
し
て
福
島
お

ひ
さ
ま
連
合
が
設
立
さ
れ
た
の
で
す
。 

   

既
に
、
南
相
馬
市
の
企
業
組
合
で
は
遊
休

地
に
出
力
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
所
が

建
設
さ
れ
、
伊
達
市
で
は
小
水
力
発
電
所
の

可
能
性
調
査
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
ひ
さ
ま

連
合
で
は
、
県
内
で
太
陽
光
発
電
が
設
置
で

き
る
場
所
の
リ
サ
ー
チ
活
動
を
続
け
て
お
り
、

農
業
改
良
区
や
工
場
団
地
の
建
設
予
定
地
な

ど
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
中
で
す
。
そ
し
て
、
年
内
に

１
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
建
設
し
、
５
年
で
原
発
１
基

分
に
相
当
す
る
１
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。
電
力
完
全
自
由
化
に
な
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
発
電
所
群
を
「
福
島
復
興
電

力
」
と
し
て
電
力
事
業
体
に
す
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。 

「
日
本
の
個
人
資
産
は
総
額
１
千
７
百
兆
円
、

こ
の
10
％
で
も
動
け
ば
地
域
は
活
性
化
し
ま

す
。
こ
の
し
く
み
で
福
島
の
お
年
寄
り
の
お
金

が
地
域
で
ま
わ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
若
者
た
ち

が
集
ま
り
福
島
は
元
気
に
な
る
で
し
ょ
う
」 

森
さ
ん
は
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

ｸﾞﾘｰﾝﾋﾟｰｽ･ｴﾅｼﾞｰ供給電力（太陽光発電、中水力発電、風力発電） 
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●
都
議
会
各
会
派
の
意
見 

   
民
主
党
副
委
員
長
は
、
「原
発
都
民
投
票

は
、
都
民
が
議
論
し
、
意
思
表
示
す
る
重
要
な

機
会
。
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
コ
ン
セ
ン
サ
ス
会
議

を
行
う
な
ど
し
、
住
民
自
治
を
回
復
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
民
主
主
義
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
る
中
、
課
題
解
決
へ
の
提
言
と
な

る
」と
し
、
自
民
党
は
、
「重
く
受
け
止
め
て
い

る
が
、
立
地
自
治
体
の
経
済
と
原
発
は
切
り

離
せ
な
い
。
都
民
が
一
方
的
に
あ
れ
こ
れ
言
う

の
は
恩
を
仇
で
返
す
も
の
で
あ
り
、
容
認
で
き

な
い
。
住
民
投
票
を
や
っ
て
原
発
の
安
全
が
増

す
わ
け
で
は
な
く
、
今
夏
の
電
力
不
足
が
解
消

さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
」
、
公
明
党
は
、
都
側
へ

具
体
の
質
問
を
す
る
の
み
で
意
見
は
述
べ
ず

「
新
し
い
原
発
を
認
め
な
い
、
再
稼
働
は
安
全

性
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
、
安
全
・
安
心
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
確
立
を
」と
す
る
党
の
姿
勢
を
述

べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
共
産
党
は
、
条
文

の
中
に
あ
る
罰
則
規
定
に
つ
い
て
は
問
題
あ
り

と
し
な
が
ら
も
、
「
都
民
投
票
は
都
民
的
な
討

論
を
広
げ
る
一
方
法
で
あ
る
」と
、
賛
成
の
立

場
を
示
し
ま
し
た
。
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

み
ら
い
は
、
「
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響

は
、
立
地
自
治
体
の
み
の
被
害
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
専
門
家
へ
の
不
信
も
あ
り
、
様
々
な
場
面

で
広
範
に
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
。
都
民
投

票
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
民
主
主
義
が

成
熟
す
る
」と
し
て
、
条
例
案
を
支
持
し
ま
し

た
。 

   

さ
ら
に
、
民
主
党
か
ら
は
「こ
の
運
動
の
過

程
で
、
知
事
は
５
回
会
見
を
開
い
た
が
、
５
月

11
日
の
会
見
で
は
、
知
事
は
『
条
例
案
知
ら
な

い
』
、
同

25

日
も
『意
見
を
見
て
い
な
い
』と

言
っ
て
い
た
。
こ
れ
だ
け
の
都
民
の
思
い
に
つ
い

て
、
都
関
係
部
局
は
、
知
事
に
一
体
ど
う
い
う

説
明
を
し
て
い
る
の
か
？ 

ま
た
、
直
接
請
求

に
よ
る
条
例
案
提
出
に
つ
い
て
、
都
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
周
知
し
て
い
な
い
」と
、
都
側

の
受
け
止
め
方
を
た
だ
す
質
問
が
出
さ
れ
、

「
何
と
か
こ
の
条
例
案
を
成
立
さ
せ
た
い
。
」と

の
意
見
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

●
修
正
案
に
賛
成
し
た
民
主
党
も 

   

こ
れ
ら
の
議
論
を
受
け
、
民
主
党
・大
西
委

員
か
ら
、
「
東
京
電
力
管
内
と
い
う
文
言
が
多

い
が
、
そ
も
そ
も
東
電
管
内
、
９
都
県
に
原
発

は
な
く
、
管
内
と
い
う
文
言
は
不
適
切
」と
の

指
摘
の
あ
と
、
具
体
的
な
条
例
の
不
備
に
つ
い

て
の
確
認
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
「
『生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・み
ら
い
』と
共

同
で
、
修
正
案
を
提
出
す
る
」と
の
意
見
が
表

明
さ
れ
、
投
票
実
施
に
向
け
た
建
設
的
な
議

論
へ
の
道
筋
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

   

６
月
20
日
、
都
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
１

２
４
議
席
中
、
賛
成
41
、
反
対
82
で
「
原
発
都

民
投
票
条
例
」
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
自

民
党
は
石
原
都
知
事
を
追
従
、
最
後
ま
で

態
度
を
曖
昧
に
し
て
い
た
公
明
党
も
最
終

日
は
反
対
に
回
り
ま
し
た
。
一
方
、
民
主

党
は
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
ら
い
と
共
同
で

修
正
案
を
総
務
委
員
会
に
提
出
、
同
じ
く
共

産
党
も
修
正
案
を
提
出
す
る
な
ど
、
都
民
投

票
の
実
現
に
向
け
会
派
で
の
調
整
を
行
う
努

力
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
会
議
で
は

民
主
党
は
賛
成
30
、
反
対
19
と
意
見
が
割

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
か
ら
、
約
半
年
間
に
わ
た
っ
て
活
動
し

て
き
た
大
勢
の
民
意
は
都
知
事
や
都
議
会
に

は
届
か
ず
、
行
政
や
議
会
と
市
民
と
の
ず
れ

を
実
感
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
原
発

問
題
は
確
実
に
国
民
的
課
題
と
な
り
、
一
部

の
運
動
家
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
口

に
す
る
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
「
原
発
」

都
民
投
票
の
署
名
活
動
を
行
な
っ
た
意
義
は

大
き
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の

活
動
の
真
価
は
こ
れ
か
ら
問
わ
れ
ま
す
。 

会 派 賛成 反対 議席数 

民主党 30 19 49 

自民党 0 37 37 

公明党 0 23 23 

共産党 8 0 8 

ネットみらい 3 0 3 

無所属 0 3 3 

合計 41 82 123 

『第４の革命』上映会を開催 
 5月19日、えどがわエコセンター主催（足温ネット企画）

による環境映画上映会が開催されました。ドイツを再生可能

エネルギー大国に押し上げた立役者であるヘルマン・シェー

ア氏が世界で普及が進む再生可能エネルギーの状況について

紹介したドキュメンタリー映画です。また、気候ネットワー

ク・スタッフの桃井貴子さんに現在の地球温暖化対策やエネ

ルギー政策について聞く環境トークも行われ、参加者は熱心

に耳を傾けていました。参加者は､76名と少々少なめでした

が、足温ネットが作成した環境絵本『ハルナのちから』を贈

呈するカンパを募ったところ、31,213円のカンパをいただ

きました。ありがとうございました。 
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●
原
発
の
是
非
を
住
民
投
票
で 

昨
年
10
月
は
じ
め
、
原
発
事
故
後
に
発
足

し
た
「み
ん
な
で
決
め
よ
う
『原
発
』国
民
投

票
」の
活
動
を
し
て
い
る
団
体
か
ら
の
呼
び
か

け
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
消
費
地
で
あ
る
東
京
と

大
阪
で
住
民
投
票
の
実
現
を
目
指
し
、
「直
接

請
求
を
成
功
さ
せ
る
会
」が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
原
発
事
故
の
恐
怖
を
実
感
し
、
さ
ら
に
は

電
力
不
足
が
叫
ば
れ
、
計
画
停
電
節
電
の
実

施
や
節
電
の
呼
び
か
け
な
ど
で
、
私
た
ち
は
電

力
供
給
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
被
災
地
の
方
々
ば
か

り
で
な
く
、
原
発
に
よ
る
電
力
を
消
費
し
て
い

る
市
民
も
原
発
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
寄
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

原
発
設
置
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
地
元

の
自
治
体
や
行
政
だ
け
が
そ
の
判
断
を
迫
ら

れ
、
住
民
投
票
な
ど
も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
電
力
の
恩
恵
を
受
け
る
消
費
者
で
あ

る
都
民
こ
そ
が
、
東
電
が
所
有
す
る
原
発
稼

動
の
是
非
を
意
思
表
示
を
し
決
定
す
べ
き
だ

と
の
考
え
か
ら
、
こ
の
直
接
請
求
運
動
は
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

「
直
接
請
求
」
は
、
地
方
自
治
法
上
、
一
定

の
期
間（
都
道
府
県
は
２
ヶ
月
）
で
有
権
者
の

50
分
の
１
以
上
の
有
効
署
名
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
代
表
者
は
首
長
に
条
例
制
定

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
首
長
は
20
日
以

内
に
議
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
署
名
活
動
に
は
、
様
々
な
制
限
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
各
自
治
体
の
選
挙
管

理
委
員
会
が
「
受
任
者
」と
認
め
た
有
権
者
し

か
署
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

署
名
が
集
ま
れ
ば
、
ど
の
署
名
よ
り
も
実
現
の

可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
、
12
月
10
日
か
ら

い
よ
い
よ
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

●
集
ま
っ
た
署
名
は
32
万
票
！ 

   

江
戸
川
区
で
は
、
「直
接
請
求
を
成
功
さ
せ

る
会
江
戸
川
」が
立
ち
上
が
り
、
数
多
く
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
、
個
人
が
賛
同
者
と
し
て
参

加
し
、
11
月
27
日
に
ス
タ
ー
ト
集
会
を
行
い

ま
し
た
。
集
会
に
は
、
約
60
名
が
参
加
し
、
ほ

ぼ
全
員
が
受
任
者
の
登
録
を
行
い
署
名
活
動

に
向
け
て
の
盛
り
上
が
り
が
実
感
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
２
月
９
日
ま
で
の
２
ヶ
月
間
の
署

名
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
初
日
、
平
井
駅
北
口

で
は
思
っ
た
以
上
に
人
々
の
反
応
が
良
く
署
名

も
集
ま
り
、
幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
以
後
、
ほ
ぼ
毎
週
土
日
の

昼
間
は
区
内
の
主
要
な
駅
を
回
り
署
名
活
動

を
行
な
う
こ
と
、
ま
た
一
方
で
受
任
者
に
な
る

人
を
募
る
活
動
が
続
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
直
接
請
求
は
「原
発
の
是
非
を
問
う
都

民
投
票
を
実
現
す
る
た
め
の
署
名
で
す
」
「東

京
で
た
く
さ
ん
の
電
気
を
使
っ
て
い
る
都
民
と

し
て
、
原
発
を
続
け
る
の
か
否
か
、
そ
の
こ
と

を
決
め
る
都
民
投
票
を
進
め
ま
し
ょ
う
」な
ど

と
、
署
名
に
参
加
し
た
人
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

言
葉
で
署
名
を
呼
び
か
け
る
活
動
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
を
背
負
っ
た
女
性
、
教

会
の
シ
ス
タ
ー
、
退
職
後
の
高
齢
の
男
性
、
障

が
い
者
施
設
の
人
々
、
脱
原
発
の
市
民
団
体
の

人
な
ど
、
毎
回
多
く
の
人
た
ち
で
署
名
活
動
は

広
が
っ
て
い
く
状
況
に
、
こ
れ
こ
そ
が
市
民
の
自

発
的
な
運
動
な
の
だ
と
実
感
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
自
治
体
ご
と
に
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
よ
る
確
認
作
業
や
縦
覧
の
手
続
き
が
行

な
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
江
戸
川
区
で
は
１
２
，
８

８
８
筆
、
東
京
都
で
は
３
２
３
，
０
７
６
筆
が
集

ま
り
、
５
月
10
日
に
は
３
百
人
も
の
市
民
が
集

ま
っ
て
東
京
都
に
署
名
簿
を
提
出（
本
請
求
）

し
ま
し
た
。 

 

●
石
原
知
事
は
絶
対
反
対 

 

い
よ
い
よ
す
べ
て
は
都
議
会
に
委
ね
ら
れ
、
そ

の
審
議
の
ゆ
く
え
を
見
守
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
都
議
会
の
初
日
、
都
知
事
は
所
信
表
明
で

「
原
子
力
発
電
所
の
是
非
は
、
国
家
の
安
危
を

左
右
す
る
問
題
で
あ
る
。
政
府
が
安
全
性
は

も
ち
ろ
ん
、
経
済
性
、
産
業
政
策
、
温
暖
化
対

策
、
安
全
保
障
な
ど
を
複
合
的
に
考
慮
し
た

上
で
、
専
門
的
な
知
見
も
十
分
に
踏
ま
え
、
冷

静
に
判
断
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
直
接
民
主
制

が
、
間
接
民
主
制
を
補
完
す
る
重
要
な
手
段

で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
が
、
た
だ
観
念

的
に
原
発
の
是
非
の
み
を
問
い
、
そ
の
結
果
が

錦
の
御
旗
が
如
く
力
を
持
つ
な
ら
ば
、
国
を
滅

ぼ
す
危
険
な
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
本
条

例
に
は
絶
対
に
反
対
で
あ
る
。
都
議
会
の
皆
様

に
は
、
賢
明
な
判
断
を
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

す
る
。
」と
反
対
意
見
を
述
べ
、
都
民
投
票
条

例
案
を
上
程
し
ま
し
た
。 

   

条
例
案
は
、
都
議
会
総
務
委
員
会
に
付
託

さ
れ
２
日
間
の
審
議
が
行
な
わ
れ
、
初
日
に
は

８
人
の
請
求
代
表
者
が
40
分
に
わ
た
る
意
見

陳
述
を
行
な
い
ま
し
た
。
２
日
目
に
は
、
各
会

派
か
ら
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

原
発
の
是
非
を
決
め
る
の
は
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

運
営
会
員
・
藤
居
阿
紀
子 
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●
江
戸
川
区
に
も
発
電
組
合
を 

   
福
島
県
で
始
ま
っ
た
こ
の
ス
キ
ー
ム
は
、
江
戸

川
区
で
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
７
月
か
ら
国
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
全
量
買
取
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

が
、
仮
に
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
42
円
で
10

年
間
買
い
取
ら
れ
る
と
し
た
場
合
、
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
太
陽
光
発
電
は
50
万
円
を
稼
ぎ
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト（
※
発
電
効
率
12
％
） 

 

年
間
１
千
２
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
×
42
円
×
10 

 

 

年
＝
約
50
万
円 

も
し
、
設
置
時
に
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
の
価
格

を
50
万
円
よ
り
も
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
ら

投
資
し
て
も
元
本
は
保
証
さ
れ
、
設
置
価
格

を
よ
り
安
く
で
き
た
り
発
電
量
が
多
く
な
っ
た

り
す
れ
ば
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
も
望
め
ま
す
。
こ
れ

は
、
決
し
て
不
可
能
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
千
葉

県
で
は
設
備
業
者
が
太
陽
光
発
電
設
置
希
望

者
を
募
っ
て
メ
ー
カ
ー
か
ら
一
括
購
入
す
る
し

く
み
を
作
り
、
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
の
価
格
を

29
万
円
ま
で
下
げ
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。
世
田
谷
区
で
も
１
千
世
帯
を
目
標
に

一
括
購
入
す
る
し
く
み
が
で
き
て
い
ま
す
。 

   

私
た
ち
は
、
全
量
買
取
制
度
の
下
で
太
陽

光
発
電
の
設
置
に
対
し
て
投
資
を
呼
び
か
け
、

配
当
を
行
う
企
業
組
合
の
設
立
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

      

今
年
２
月
に
、
南
相
馬
市
で
高
線
量
に
汚

染
さ
れ
た
黒
い
土
の
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。
周

囲
よ
り
10
倍
ほ
ど
高
い
空
間
線
量
を
示
す
場

所
に
は
、
地
面
や
路
上
に
「黒
く
粉
っ
ぽ
い
物

質
」
が
こ
び
り
つ
い
て
い
る
共
通
点
が
あ
り
、
そ

れ
を
採
取
し
神
戸
大
学
大
学
院
の
山
内
知
也

教
授（
放
射
線
計
測
学
）に
測
定
を
依
頼
し
た

と
こ
ろ
、
１
㎏
あ
た
り
１
０
８
万
ベ
ク
レ
ル（
以
降

す
べ
て
の
ベ
ク
レ
ル
数
字
は
１
kg
当
た
り
の
数

値
）と
い
う
高
濃
度
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検

出
さ
れ
た
と
い
う
の
だ
。
そ
の
後
の
調
査
で
、
こ

の
黒
い
物
質
は
、
蘭
藻
類
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
「
成
長
に
カ
リ
ウ
ム
を
必
要
と
す
る
た
め
、

カ
リ
ウ
ム
と
似
た
セ
シ
ウ
ム
を
大
量
に
取
り
込

ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
」（
元
東
北
大
学
・
鈴
木
教

授
の
顕
微
分
析
に
よ
る
見
解
）
と
の
情
報
も

あ
っ
た
。 

そ
の
物
質
が
、
都
内
各
地
で
も
発
見
さ
れ
て

い
る
と
知
っ
た
の
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
志
葉
玲

さ
ん
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
だ
っ
た
。
『
週
刊
Ｓ
Ｐ

Ａ
！
』（
５
月
15
日
号
）
で
は
、
都
内
の
市
民
団

体
「
Ｎ
Ｏ
！
放
射
能 

江
東
こ
ど
も
守
る
会
」

が
、
江
戸
川
区
平
井
駅
付
近
で
高
線
量
の
黒

い
粉
ら
し
き
も
の
を
採
取
し
、
山
内
知
也
教
授

に
検
査
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
24
万
３
千
ベ

ク
レ
ル
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
数
値
が
出
た
の

だ
。
こ
れ
は
、
都
内
の
い
た
る
所
で
見
つ
か
っ
て

お
り
、
そ
の
後
、
『
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
』や
『
日
刊
ゲ
ン
ダ

イ
』
な
ど
に
も
関
連
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
葛
飾
区
の
水
元
公
園
や
江
戸
川
区
の
江

戸
川
河
川
敷
、
お
台
場
な
ど
で
か
な
り
高
い
数

値
が
出
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
６
月
12
日
、
江
戸
川
区
内
の
黒
い

物
質
調
査
を
精
力
的
に
や
っ
て
い
る
小
林
幹

和
さ
ん
と
と
も
に
、
そ
の
平
井
地
区
の
現
場
に

行
っ
て
き
た
。 

    

平
井
３
丁
目
に
あ
る
都
営
住
宅
の
敷
地
内

に
そ
の
黒
い
物
質
は
あ
っ
た
。
そ
の
部
分
に
高

さ
５
cm
ほ
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
を
置
き

測
っ
た
と
こ
ろ
、
１
・
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

上
の
数
値
を
何
度
も
計
測
。
平
均
す
る
と
１
・

３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
く
ら
い
で
あ
っ
た
。 

    

こ
こ
は
、
住
宅
と
保
育
園
と

児
童
遊
園
が
隣
接
し
て
い
る
所
に

あ
り
、
フ
ェ
ン
ス
脇
の
道
は
保
育
園

園
児
た
ち
の
お
散
歩
コ
ー
ス
だ
。

小
林
さ
ん
が
、
こ
こ
の
物
質
を
採

取
し
測
定
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
８

万
１
千
ベ
ク
レ
ル
の
数
字
が
出
た
。

同
地
点
を
共
産
党
の
議
員
た
ち

が
測
定
し
た
結
果
は
５
万
５
千
ベ

ク
レ
ル
。
報
道
さ
れ
た
24
万
ベ
ク

レ
ル
こ
そ
出
な
か
っ
た
が
、
国
が
定

め
る
‘
お
お
あ
ま
’
な
放
射
性
廃

棄
物
基
準
８
千
ベ
ク
レ
ル
と
比
べ
て

も
７
倍
か
ら
10

倍
で
あ
る
。
共

産
党
の
サ
イ
ト
で
は
、
そ
の
他
の

地
点
も
公
表
し
て
い
る
が
、
前
述

の
水
元
公
園
で
採
取
し
た
も
の
か

ら
は
25
万
１
千
ベ
ク
レ
ル
と
い
う

数
字
が
出
た
。
ち
な
み
に
福
島
第

一
原
発
事
故
以
前
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
国
際
的
な
基

準
に
基
づ
き
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
１
kg

あ
た
り
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
る
場
合
、
特
別

な
管
理
下
に
置
か
れ
、
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
処
分
場
に
封
じ
込
め
て
き
た
わ
け
で
、
現
在

の
国
の
基
準
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
る
。 

そ
の
後
江
戸
川
区
で
は
、
江
戸
川
河
川
敷

を
よ
う
や
く
実
測
し
始
め
た
。
し
か
し
、
区
民

に
公
表
す
る
こ
と
も
な
く
、
夏
に
開
催
さ
れ
る

「
江
戸
川
花
火
大
会
」の
前
に
こ
っ
そ
り
と
除

染
す
る
つ
も
り
だ
ろ
う
。
平
井
３
丁
目
の
都
営

住
宅
も
、
東
京
都
の
土
地
だ
か
ら
手
を
出
せ

な
い
と
言
っ
て
い
た
の
だ
が
、
東
京
都
都
市
整

備
局
が
全
く
動
か
な
い
こ
と
も
あ
り
、
区
が
対

処
す
る
こ
と
に
し
た
と
の
こ
と
。 

    

こ
の
「黒
い
物
質
」
、
ナ
ウ
シ
カ
の
腐
海
の
菌

類
を
思
い
起
こ
す
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
は

ず
。
自
ら
の
体
に
取
り
込
ん
で
そ
こ
に
留
め
て

く
れ
て
い
る
。
発
見
し
て
対
処
す
れ
ば
、
確
実

に
そ
の
場
か
ら
は
除
去
で
き
る
も
の
だ
。
行
政

の
対
応
を
待
っ
て
い
た
ら
間
に
合
わ
な
い
。
市

民
レ
ベ
ル
で
て
い
ね
い
な
調
査
を
引
き
続
き
行

い
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
空
間
か
ら
い
ち
早
く

取
り
除
く
こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。  

高濃度の黒い物質のこと 
代表理事・奈良由貴 

●右写真：平井３丁目都営

住宅にある黒い物質 

●下写真：黒い物質の５㎝

上で１．５８マイクロシーベル

トを計測 


